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出願者数 欠席者数 中途欠席老数 及第者数
明治17年 第1回 3（4） 0（1） 3（2）
2 5 1 2
18 1 13？（22） 0（4） 0（1） 11
2 11？（15） 0（3） 0 9
19 1 20（23） 1（7） 0 12
2 19（31） 0（12） 0 8
20 1 15（33） 0（13） 0 4（9）
2 29（33） 0（4） 1 9
21 1 26（35） 0（9） 0 11
2 28（47） 0（19） 1 14（13）
22 1 72（41） 0（31） 0 15
2 76（111） 0（35） 2 12
23 1 62（112） 0（50） 0 19
2 32（90） 0（42） 1（2） 6（10）
24 1 121 58 2 15




























































































































明治29年 第1回 13．56％ 8．94％
2 13．66 8．00
30 1 22．52 21．55
2 17．79 4．68
31 1 18．86 10．26
2 15．29 8．11
32
33
34
35
36
37
38
39
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
1
2
平均
13．61
13．07
14．29
10．33
12．86
14．35
14．43
13．78
13．87
13．e3
9．21
7．32
8．07
5．99
5．46
4．38
13．40
8、17
11．11
10．18
7．80
9．06
6．45
8．20
7．97
5．78
7．53
10，06
4．33
4．33
7．79
7．36
18．32
8．98
松本歯学　12（2）1986
　造歯細胞ヲドントプラスト形状所在及歯繊維ト
ノ關係ヲ記セ
　歯科用器械
　rg－一問　硬固護護二配合セル硫化禾ハ人ee　＝傷
害ヲ與フル者ナルヤ否及護護床二弊害アルヤヲ問
フ
　歯科用薬品
　第二間　石炭酸ノ製法性状及歯科醤治効用併セ
テ本品造歯細胞二傷害ヲ與フル者ナルヤ否ヲ問フ
（以上三日）
　歯科生理
　顎骨胚胎後幾週日ニシテ化骨機能ヲ起シ歯髄ノ
初生スル時期ト如何ナル物質愛化シテ象牙質ヲ形
成スルカヲ記セ
　歯科治術
　歯髄ノー部露出セシモノヲ保護的療法ノ注意及
ヒ施術ノ順序如何
　歯科用藥品
　第一問　丁字油ノ性状効用及ヒ歯科鷹用合剤二
三ノ名稻ト其主治ヲ示セ
　第二間　「アマルガム」二黄金若クハ白金ヲ加
合セハ如何ナル性質及効用ヲ呈スルヤ（以上四日）
であって，これを北村著の試験問題集5）と照合す
ると明治23年第2回東京の問題と一致する．同じ
く問題用紙の方は明治30年第2回京都のものと思
われる．
　この出題のうちゴム床義歯，過クロール鉄液と
アマルガムに金や白金を加え合せることは近時全
く姿を消していると言えるが，その他の出題は現
在でも通用するであろう．
総 括
　本学所蔵の渡辺晋三先生の遺品のうち明治時代
の歯科医術開業試験に関連のある資料を調査して
あらたに次の諸点で従来の発表に対し追加及び訂
正すべき内容が認められた．
　1．明治37年第2回から同じ期日に行われてい
た学説試験と実地試験が分離されることになった
が，実地試験が行われたのは学説試験の1～1．5ケ
月後であった．
　2．試験委員の任命と実務にあたっては，数次
に亘る文書の往来があり，任期4年の試験委員任
命の内閣辞令，試験担当の要請状，試験日の通知，
試験地への出張辞令，問題会議の通知，委員手当
173
の辞令，請書などを図示した．
　3．試験委員の手当は瀬戸氏の発表と一致する
が，給与の額についてはおおむね受験者数に対応
して支払われていたようであり，実地試験が分離
されてから急減している．
　4．医術開業試験取扱手続の実物があって，そ
れによると試験に及第するためには50％以上の得
点が必要とされていた．
　5．先生直筆の試験の採点表があるが，これに
よると一科目の平均点数はどの科目についても10
点満点で5点を越えるものがなかった．このこと
は試験成績累年表による平均合格率が20％以下で
ある点に符合する．実地試験は試験委員1名につ
ぎ受験者数が1日10名以下に制限されていたよう
である．
　6．試験の状況については従来の発表に数値の
誤りがあり，渡辺資料によって訂正した．
ま　　と　　め
　近代歯科医学の先覚者渡辺晋三先生の遺品のう
ち，明治時代の歯科医術開業試験に関連する資料
を調査した．23年もの長きに亘り試験委員として
医術開業試験の実務に携われた先生の遣品だけ
に，辞令，文書など歯科医学史の上からも貴重な
ものが多く，当時の試験の状況を目のあたりにす
る感を深くした．とくに従来発表されていたもの
に追加，訂正を行うことが出来たのは大きな収穫
であった．
　稿を終るにあたり本学に貴重な資料をご寄贈下
さった，渡辺晋三先生の令息嫁糸子様，令孫の東
京歯科医学士脇屋和夫先生の御好意に対して心か
ら謝意を表する．
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